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明
治
新
政
府
の
発
足
後
、
市
域
に
あ
っ

た
幕
府
領
の
芦
屋
村
・
打
出
村
と
尼
崎
藩

領
で
あ
っ
た
三
条
村
・
津
知
村
は
、
明
治

五
年
す
な
わ
ち
廃
藩
置
県
の
翌
年
に
兵
庫

県
の
第
六
区
下
、
明
治
十
二
年
に
同
県
菟

原
郡
下
に
属
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治

二
十
二
年
に
は
、
こ
れ
ら
四
カ
村
が
合
併

し
て
精
道
村
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
の
芦
屋
の
人
々
は
、
農
業
や

漁
業
を
主
な
生
業
と
し
て
お
り
、
江
戸
時

代
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
暮
ら
し
を
営
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明
治
七
年
に
は
、
大
阪
‐
神
戸
間
に
官

設
鉄
道
（
現
・
Ｊ
Ｒ
神
戸
線
）
が
開
通
し

ま
し
た
。　

し
か
し
、
こ
の
時
に
は
市
域
に

駅
は
設
け
ら
れ
ず
、
列
車
は
市
域
を
通
り

過
ぎ
て
い
く
だ
け
で
し
た
。
そ
の
後
、
明

治
三
十
八
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
阪
神

電
鉄
の
芦
屋
停
留
場
と
打
出
停
留
場
、
大

正
二
年
に
国
鉄
芦
屋
駅
、
大
正
九
年
に
阪

急
電
鉄
の
芦
屋
川
停
留
場
が
開
設
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
鉄
道
の
発
達
と
と
も
に
交
通
の

利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
芦
屋
は
、

大
阪
と
神
戸
の
二
大
都
市
に
は
さ
ま
れ
た

郊
外
住
宅
都
市
と
し
て
急
激
に
発
展
し
ま

し
た
。　

そ
し
て
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
十

日
に
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
く
村
か
ら
市

へ
と
、
一
気
に
町
を
跳
び
越
し
て
、
全
国

で
百
七
十
三
番
目
の
市
と
し
て
芦
屋
市
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

住
宅
都
市
と
し
て
の
当
時
の
繁
栄
ぶ
り

は
、
市
内
に
残
る
戦
前
の
歴
史
的
建
造
物

か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
中
で
、
山
手
町
に
あ
る
旧
山

邑
家
住
宅
（
現
・
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
。
国

指
定
重
要
文
化
財
）
は
大
正
十
三
年
こ
ろ
、

醸
造
家
で
あ
っ
た
八
代
目
山
邑
太
左
衛
門

氏
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
別
荘
で
、
世
界

的
に
著
名
な
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
フ
ラ
ン

ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
設
計
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
国
登
録
文
化
財
で
あ
る

　

市
制
が
施
行
さ
れ
て
間
も
な
い
昭
和
十

六
年
に
、
日
本
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し

ま
し
た
。
戦
争
末
期
の
昭
和
二

十
年
に
は
、
五
月
十
一
日
・
六
月

五
日
・
六
月
十
五
日
・
八
月
五
日

か
ら
六
日
の
四
度
に
わ
た
っ
て
、

米
軍
の
空
襲
を
受
け
ま
し
た
。

七
月
二
十
二
日
に
は
、
戦
闘
機
に

よ
る
機
銃
射
撃
が
あ
っ
た
と
い

う
記
録
も
あ
り
ま
す
。

　

市
内
の
発
掘
調
査
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
二
十
基
近
く
の
防
空
壕

跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す〈
写
真

６
〉。

　

ま
た
、
市
内
に
は
今
で
も
防
空

壕
跡
が
残
っ
て
い
る
個
人
住
宅

な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

空
襲
の
痕
跡
と
し
て
は
、
大
型

爆
弾
の
爆
発
に
よ
っ
て
で
き
た

穴
、
空
襲
に
伴
う
火
災
に
よ
る
焼

　

本
市
は
、
戦
後
の
復
興
に
あ
た
っ
て
、

文
化
住
宅
都
市
の
再
建
と
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
、
昭
和
二
十
六
年
に
住
民
投
票

を
経
て
、
同
年
三
月
三
日
に
特
別
法
で
あ

る
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
法
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。

が　

　　

置

布
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　絵本をめくるように－クリスマスイブにお届けする、
心に響く短編映画祭です。
�����　12月24日（土）午後２時上映（１時30分開場）
�����　ルナ・ホール＜全席指定＞
�����　まいごのペンギン〈イギリス〉
　　　　　　ダーシェンカ〈日本〉
　　　　　　こまねこのクリスマス〈日本〉
　　　　　　アマールカ〈チェコ〉
�����　大人1,000円、小学生以下500円
�����　市民センター事務所・市役所売店・ローソン
　　　　　　チケット（Ｌコード54121） �������	
�
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　弥生時代の高地性集落・会下山遺跡と巨大集
落・加茂遺跡について、落語家の桂雀々さんと
兵庫県立考古博物館長の石野博信先生と共に、
楽しく学んでみませんか。
�����　２月18日（土）午後１時30分～４時
�����　ルナ・ホール
�����　600人（応募多数の場合は抽選）
�����　往復はがきに住所・氏名・電話番　
　　　　　　号・参加人数を記入の上、１月31日
　　　　　　（火）までに下記へ
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ん
で
い
ま
し
た
〈
写
真
１
・
２
〉。

　

市
内
に
あ
る
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、

当
時
の
水
田
や
畑
の
跡
が
数
多
く
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
が
、
特
筆
す
べ
き
遺
跡
と

し
て
山
芦
屋
町
に
お
い
て
発
掘
さ
れ
た
芦

屋
川
水
車
場
跡
が
挙
げ
ら
れ
ま
す〈
写
真

３
〉。
こ
の
遺
跡
は
、
江
戸
時
代
後
期（
十

八
世
紀
）か
ら
明
治
時
代
に
灘
の
酒
造
用

の
精
米
や
、
菜
種
・
綿
実
の
油
絞
り
に
活

躍
し
た
産
業
用
水
車
場
の
遺
跡
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

旧
松
山
家
住
宅
・
松
濤
館
（
図
書
館
打
出
分

室
）〈
写
真
４
〉
を
は
じ
め
、
市
内
に
は
終
戦

以
前
に
建
て
ら
れ
た
歴
史
的
建
造
物
が
、

今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
年
に
実
施
さ
れ
た
呉

川
町
の
芦
屋
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建

�
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土
や
焼
け
て
溶
け
た
ガ
ラ
ス
瓶
、
焼
夷
弾

や
弾
丸
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
は
、
大
正
時
代
か

ら
昭
和
時
代
前
期
に
か
け
て
の
陶
磁
器
・

化
粧
品
瓶
・
薬
の
容
器（
目
薬
瓶
・
処
方
薬

瓶
・
イ
チ
ジ
ク
浣
腸
な
ど
）、文
房
具（
万
年

筆
・
鉛
筆
・
イ
ン
ク
瓶
な
ど
）・
玩
具（
磁
器

製
人
形
と
列
車
、
石
蹴
り
・
ビ
ー
玉
な
ど
）・

そ
の
他（
歯
ブ
ラ
シ
・
か
ん
ざ
し
・
乾
電

池
な
ど
）の
、
多
種
多
様
な
日
用
品
が
多

数
出
土
し
ま
し
た
〈
写
真
５
〉。

　

そ
の
中
に
は
、
高
級
洋
食
器
の
破
片
も

数
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
に
は
当

時
か
ら
富
裕
層
が
優
雅
に
暮
ら
し
て
い
た

情
景
が
想
像
で
き
ま
す
。
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以
上
、
こ
れ
ま
で
記
し
て
き
た
よ
う
に
、

本
市
は
明
治
時
代
末
よ
り
高
度
な
住
宅
都

市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
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�������　津知公園
�� � � � �　明るい選挙啓発ポスター入選作品展
　　　　　　　　市立中学校総合文化祭
��������　姉妹都市提携50周年
　　　　　　　　モンテベロ市民訪問団が芦屋へ
�� � � ��オープンガーデン2012参加者募集
　　　　　　　　社会教育関係団体登録の申請受付
�������　記念写真集「芦屋の四季・70選」より
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① 8 :30

②12:00

③16:00

④18:15

⑤22:45
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　下記の登録の要件に該当し、新規登録を希望する団体やグループは、申請手続きをして
ください。登録承認の有効期間は、平成24年３月1日から平成25年８月31日までです。
� � � � � �
����������	
���������	
��
����
�������	
��
����
��
�����������������
��
���������	
���
�����
　■■営利を目的とした事業または営利事業を援助する行為　■■特定の政党の利害に関す
　る行為　■■公の選挙に関し特定の候補者を支持し、またはこれに反対する等の政治的行
　為　■■特定の宗教を支持し、または特定の教派、宗派、もしくは教団を支援する行為
�������	
��
����������������
　■■過去1年以上の実績があり、継続的かつ計画的に活動を行い、事業の成果が地域社会に還元されることが期待でき
　る活動であること。　■■組織および活動に参加を希望する者が新たに加わることができること。　■■団体の構成人員
　が10人以上で、市内在住、在勤、在学の者が６割以上であること。　■■団体の主たる活動の場および活動の本拠とし
　て事務所を芦屋市内に有すること。　■■原則として団体の代表者が芦屋市内に在住、在勤または在学していること。　
　■■団体の組織および活動のための会則（あるいは規約）を有すること。　■■団体の代表者および役員が、その団体の活
　動に起因する対価を得ることがないこと。　■■活動のための自己財源および団体独自の経理機構を有すること。
�������	
��������	
��
����������������������	
��
�����
■■芦屋市社会教育関係団体登録申請書（様式第１号）　■■事業報告書・収支決算書（様式第２号）　■■事業計画書・収支
　予算書（様式第３号）　■■会員名簿（様式第４号）　■■社会教育活動報告書（様式第５号）　■■会則（団体で使用のもの）
　■■芦屋市ホームページ団体掲載用原稿
���������■■��　12月９日～26日（平日・執務時間内）　■■��　上記へ
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れ

た

　

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
市
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
全
国
的
に
も
名
高

い
住
宅
都
市
と
し
て
目
覚
し
く
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
起
こ
っ
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
、
本
市
は
甚

大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、

そ
の
直
後
か

ら
、
ま
ち
の

復
旧
・
復
興

に
全
力
で
取

り
組
み
、
現

在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

����������　大阪－神戸間に官設鉄道開通
�����������　芦屋村・打出村・三条村・津知村が
　　　　　　　　合併して、精道村発足
�����������　阪神電鉄開通。芦屋・打出停留場　
　　　　　　　　の設置
�����������　電気（電灯）の供給開始
����������　国鉄芦屋駅の開設
����������　電話交換事務の開始
����������　阪急電鉄開通。芦屋川停留場の設置
�����������　旧山邑家住宅の建設
����������　阪神国道（国道２号）開通
　　　　　　　　　国道電車の開通
����������　六麓荘住宅地の建設
�����������　下水道工事の開始
�����������　上水道完成。給水開始
　　　　　　　　　阪神大風水害
�����������　市制施行
�����������　４度の空襲。終戦
�����������　芦屋国際文化住宅都市建設法の公布
�����������　市民憲章の制定
����������　阪神・淡路大震災の発生

�������	
��
���������������������������������	�
�����	�
��������	�	����

�������	
��
�������

���　12月６日（火）午後２時30分～４時30分　���　講義室　����落款で新年を祝う言葉を彫り、美しく温か
みのある年賀状作り　���　12人　���　読売書法会理事・内山雅史氏、全日本 篆 刻連盟会員・新倉希美氏　���

てん

2,000円（別途教材費500円・篆刻含む場合1,000円）　�����　12月５日（月）までに上記へ
�������	
��
������

���　12月11日（日）①午前10時30分～午後０時30分②午後２時～４時　���　講義室　����姉様人形づくり
���　各12人　���　亘正幸氏　���　各1,000円（別途教材費2,000円）　�����　12月11日（日）までに上記へ
�������	
��
���
��

���　12月15日（木）午後１時～４時　���　講義室　���　「高山荘華野」にある数々の美術品（花器）で演出す
る投げ入れ　���　10人　���　有馬温泉高山荘華野主人・駿川武志　����3,000円（花材費5,000円別）����
��花はさみ・花袋・霧吹き・タオル・筆記用具・ノート　�����　12月11日（日）までに上記へ

�������	
���������	
����
��������	�
���
�

　余命宣告をされた少年が、わずか10日間で100歳まで駆け抜けた人生。
抱えきれないほどの愛にあふれた奇跡と感動の物語。
�����　12月３日（土）①午前10時～11時45分②午後２時～３時45分
�����　上宮川文化センター３階ホール
�� � �　ミシェル・ラロック、アミール、マックス・フォン・シドー
　　　　　　ほか／エリック＝エマニュエル・シュミット監督・脚本・
　　　　　　原作（2008年・フランス・105分・カラー・字幕）
�����　各回とも先着150人
�����　直接会場へ

�������	
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� � � � � � � 	 
 � �

�������	��������	
���
���　平成24年３月28日までの水・日曜日（年末年始の休館中は
除く）午前10時～午後４時（入館午後３時まで）　���　富田砕
花旧居（宮川町4-12）　������　生涯学習課（�38-2091）

������
���
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�������

� � � � � � � �

�������	
��
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���　12月３日（土）午後２時～３時　���　展示室　���　要観覧料　�����　直接会場へ
�������	
��
���

���　12月４日（日）①午前10時30分～②午後１時30分～　���　体験学習室　���　ＬＥＤの
キャンドルの紙袋に絵やメッセージをかいてキャンドルカバーを制作し、キャンドルナイトで飾る　
���　各30人　�����　上記へ
�������	
�

���　12月11日（日）午後５時30分～７時　���　エントラスホール・前庭　���　ＬＥＤを使
用してキャンドルナイトを行います　�����　直接会場へ


